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 論文審査の結果の要旨
 アゼピン類とナイトレンとの付加反応は,従来知られていないが,本論文によって3,6一ジ
 ーt一ブチルー田一アゼピン誘導体はナイトレン類との反応によって容易に2種類の付加体を
 与えることが見出された。その一つはテトラヒドロピロロ〔3,2一虜ピロールの骨格を有し,
 脱水素反応にて,容易に10π電子系であるピロロ[3,2-b]ピロール(i,4一ジアザペンタレ
 ン)を与えることが明らかにされた。佐竹恭介提出の論文は,これら新規の縮環性ヘテロ環化合
 物の合成と反応性を芳香族および反芳香族性の観点から論じたものであり,加えてチエノアゼ
 ピン類の合成も述べられている。
 第一章は,本研究の目的および得られた研究成果の概要を述べると共に,その意義を強調し
 ている。第二章では,10種類の二置換ベンゼンとアジドギ酸メチルの熱反応が詳細に研究され,
 とくに二種類の1:2の付加体はi,4一ジーt一ブチルベンゼンとの反応により得られること
 が判明した。かつ生成物の構造は6a一テトラヒドロピロロ[3,2-b]ピロールー1,4一ジカ
 ルボン酸と,2,8一ジアザビシクロ/3.2.ilオクター3,6一ジエンー2,8一ジカルボン酸
 であることが明らかにされ・この2:ま付加体の生成機構と,中間体である1Hアゼピン誘導体
 の3,6位に存在するt一ブチル基の役割りが議論された。また,第三章においては,3,6一ジ
 ーt一ブチノレテトラヒドロピロロ[3,2一司ピロール誘導体の塩基性および酸性条件下におけ
 る反応が研究され,脱メトキシカルボニル化反応や,環開裂による縮環ピロール誘導体の生
 成などが見出された。第四章においては,本研究の主眼であるジヒドロピロロ[3,2-b]ピ
 ロールおよびピ口口[3,2-blピロールの合成が述べられている。これらの化合物は前述のテ
 トラヒドロ体の脱水素により順次,得られるもので,ジヒドロ体はインドールの等電異性体で
 あるが,強い塩基性を有する典型的な10π系芳香族複素環化合物である。これに反し,ピロロ
 [3,2…blピロールは不安定な8π系の反芳香族複素環化合物であることが明らかにされた。
 なお両者の酸化還元反応も研究された。第五章では,チエノアゼピン類として,チエノ[3,2
 -c]およびチエノ12,3-cコアゼピン誘導体とチエノアザトロポンが合成されている。
 佐竹恭介提出の論文は,従来知られていない10πおよび8π電子系の縮環ピロロピロール系
 化合物を合成し,その性質を明らかにしたもので,芳香族化学における新知見は極めて高いも
 のである。よって,本論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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